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る．一方 LDA では，一定の標本数に達した時点で RF の予測精度に及ばなくなったものの，対象とし
たデータでは，標本数の偏りに対して影響を受けにくいことが明らかとなった． 
第 4 章では，第一期/二期北西太平洋鯨類捕獲調査（1994-2010 年）で捕獲された北西太平洋産ミン
ククジラ Balaenoptera acutorostrata の 2 集団，合計 915 個体の性成熟個体を対象とし，系群判別器の
構築を試みた．遺伝により推定された系群情報を教師ラベルとし，頭骨と外部形態の全 20 部位の計測
データを基にした系群判別器の実行可能性と有用性について，①判別手法と特徴量の選択による精度
への影響，②教師個体の選出パターンによる精度への影響，③標本数の偏り補正による判別精度への
効果，の 3 点を通して検討した．判別手法ごとに，特徴量の変換方法や量の多少による精度への影響
は異なり，それらの最適な組み合わせが精度向上に必要であった．また，判別の目的に応じた評価指
標の設定と，複数の指標による多面的な評価の必要性が示唆された．さらに，同一集団であっても，
教師に選出する個体の違いは判別精度に影響し，生物学的な情報を考慮した教師個体の選別・層化の
検討，あるいは形態計測データに付随する年齢や肉体的成熟の指標が必要となる可能性が示唆された．
標本数の偏り補正にはダウンサンプリング法を検討したが，標本数が少ない集団の判別精度の向上と
引き換えに，標本数が多い集団の再現率が低下するというトレードオフの関係を示した． 一方，RF
のアルゴリズム内での改善により精度向上が認められ，判別性能の向上には，属性の特徴をより強く
反映した形態的特徴量の探索か，情報量を減らさずに効率的に学習できるようアルゴリズム内での改
善が必要であると考えられた． 
第 5 章では，各章の検討で得られた統計的学習法の導入に関する知見を取りまとめ，形態計測デー
タを用いた属性判別解析への有用性について考察した．限られた標本数と計測部位から得られる形態
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